












































































































































出典：Житие митрополита Филиппа (Подготовка текста, перевод и комментарии И.А. Лобаковой) 















































































































































































































































































出典：Песнопения службы митрополиту Филиппу (Подготовка текста, перевода и комментарии 
Н.В. Рамазановой) // Библиотека литературы Древней Руси Т. 13. С. 742-753, 852-858.
注
（１）　1567年９月４日（他史料では８日）、フィリップは「市場の向こうにある（古着横丁の向こうにある）」主
の顕現修道院に送還された。1296年ダニール・アレクサンドロヴィチによって創建されたこの修道院は、キ
タイゴロドのニコラ通りとイリヤ通りとのあいだにあり、のちにモスクワ府主教となるアレクセイが1312年
に剃髪を受けた場所としても名高い。
（２）　『ガラテアの信徒への手紙』６章７節。
（３）　このことについての言及は、アンドレイ・クルプスキイの書簡にもある。
（４）　聖書の預言者ダニエルは、メディア人の王ダレイオスの命令によりライオンのいる穴のなかに放りこまれ
たが、獣たちはダニエルに危害をあたえようとしなかった。『ダニエル書』６章23‒27節。
（５）　『ローマの信徒への手紙』10章15節を踏まえた表現。
（６）　聖ニコラの古い修道院、ペルヴィンスキイ修道院は、モスクワから７ヴェルスタの距離にあるペレルヴァ
郷の川の左岸にある。おそらくは、15世紀末に創建された。年代記の記すところにしたがえば、フィリップ
は1567年７月28日のノヴォジェヴィチ修道院での事件のすぐあとに、府主教位を辞してこの修道院に退去した。
（７）　フィリップの７親等の従兄弟ミハイルとその息子たち、ブラト、シメオン、ミナは、1568年９月に処刑さ
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れた。この処刑は、イワン・フョードロフ、アンドレイ・カトィレフ、フョードル・トロエクロフ、ミハイル・
ルィコフの処刑と同時におこなわれた。おそらくフィリップのもとに届けられた首は、彼と血のつながりの
ある甥、イワン・ボリソヴィチのものではないか。イワン・ボリソヴィチは、1568年末に厳しい拷問のあと
処刑された。
（８）　『ローマの信徒への手紙』８章35節。
（９）　ノヴゴロド遠征は1570年１月におこなわれた。この遠征によってルーシでもっとも裕福だった町は完全に
破壊され、多くの市民が死んだ。
（10）　聖者伝文学の伝統に沿った、功業者の死をまえにした祈りである。
（11）　ウスペンスキイ修道院には、三位一体に捧げられた教会はなかった。三位一体に捧げられた教会があった
のは、トヴェーリの町のなかである。最初にフィリップが埋葬されたのは、修道院のなかであったことが知
られている。
（12）　ラドガ湖のヴァルラーム島のヴァルラーム・プレオブラジェンスキイ（主の変容）修道院は、1415年以降
に創建された。
（13）　ニコラエフの神の御母就寝ヴェネフ修道院はトゥーラからほど遠くないオセストラ川の川畔に建っている。
14世紀にはすでに知られていた。
（14）　ステファン・コブィリンは、トヴェーリ幽囚時代のフィリップの監視人の一人で、のちにシメオンの名で
剃髪を受けた。『フィリップ伝』のコルィチェフ版の作者は、シメオンにかんして、フィリップの生涯につい
ての自分の情報の一部は、このシメオン・コブィリンから得たものであると述べている。
（15）　『箴言』10篇６節。
（16）　フィリップの移葬は、1591年のことである。移葬の嘆願は1584年にすでに出されていたと理解すべきであ
ろう。
（17）　パレオオストロフ・ロジェストヴェンスキイ修道院から移って、1581年から1597年までソロフキ修道院の
修道院長であった。そのあと、コストロマーのイパーチイ修道院の修道院長となった。
（18）　1590年のこのとき、トヴェーリ主教はザハリヤである。
（19）　この朗唱が、晩の奉神礼で行われるべきものであるという指示。小晩祷とは、祝日の前日の徹夜祈祷のまえ、
教会の規則によれば、それは日没まえに行われる。
（20）　この賞讃（スラヴァ）は、「父、子、聖霊に栄えあれ」の朗唱のあとに行われる。ここに、朗唱の名称「ス
ラヴニク」が由来する。
（21）　８声構成のなかでこの朗唱が占める位置。
（22）　スラヴニク第６声は、ミラのニコラオス、府主教アレクシイ（記念日、遺骸移葬の日とも）、ロストフのレ
オンチイへの祈りの勤めと同じ言葉ではじまっている。それらの定型は、しばしば同じ言葉、同じメロディー
で朗唱されるものの、異なったコンテクストに置かれるため、それらの朗唱はおのおので異なって来る。
（23）　日没後すぐに行われる、晩の祈りで朗唱されるようにという指示。
（24）　同じ言葉ではじまる８声のスラヴニクは、フトゥイニのヴァルラーム、ロストフのレオンチイ、ムーロム
のピョートルとフェヴローニヤの祈りの勤めにもある。しかし、おのおのの祈りの勤めには、別々の論理が
あるので、同一視することは出来ない。
（25）　リチヤ、ギリシア語で「熱心な祈り」を意味する。死者への連祷につづき、「主のための晩祷をはじめます」
という言葉にはじまる、徹夜祈祷の一部。聖堂の副祭壇、または、階段で行われることもあれば、聖堂の外
で行われることもある。熱祷のおりには、聖堂へのスチヒラ、もしくは、暦の祝日へのスチヒラが歌われる。
（26）　朗唱のときの指示。『詩篇』50の朗唱のあとの朝祷で歌われる。
（27）　ギリシア語で「多行にわたる詩」の意。『詩篇』のあとで朗唱される祈祷歌。
（28）　ギリシア語で「規則」。いくつかの祈祷歌を結合させ、定められた規則に則って作成された、一連の祈祷朗
唱歌。朝祷のときに歌われる。教会がその日に回想する記念日、あるいは、聖人のことを歌う。カノンは、
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府主教フィリップ伝（下）　府主教フィリップへの礼拝の聖歌
９つの祈祷歌からなり、それぞれの祈祷歌は、イルモスとトロパリで出来ている。
（29）　ギリシア語で「結びつき、順番」。その内容がいわゆる聖書の歌にもとづく祈祷歌。イルモスのメロディー
とテクストのなかにある基本的な思想は、そのあとに来る、聖人を歌うトロパリの手本となっている。この
ようにして、旧約聖書の原像と預言と、祝われる事件とのあいだの「結びつき」が実現される。カノンの第
１歌のイルモスは、イスラエル人が紅海を無事にわたることを指導したモーセの勝利の歌である。
（30）　この言葉ではじまるイルモスのテクストでは、イスラエル人たちが「通ることが出来ない」が、彼らのま
えで道を開いた紅海の水を無事に通ったこと、彼らに迫るエジプト人たちがその水の下に閉じ込められて滅
んだことが語られている。
（31）　この部分は、フィリップがツァーリを諌める次の言葉に拠っている。「『敬虔なるツァーリよ、そなたは嘘
偽りを言う者を罰し、腐りきった肢体を切り離すように、そのような者を自らから遠ざけなければなりませ
ん。』ツァーリはたちまち沈思黙考に耽りながら自らの部屋に退いたが、聖なる府主教フィリップにたいして
心底憤っていた。」
（32）　神の御母に捧げる歌。
（33）　生まれたキリストは、神の地上における受肉であるから、人類の祖であるアダムより年かさである。もし
もアダムが罪と死の原因になる者であったとしたら、第２のアダムであるキリストは、生と不死をもたらす
者である。『ローマの信徒への手紙』５章14節；『コリントの信徒への手紙』15章22節。
（34）　第１歌に続けてくるのは、第２歌はなく、第３歌である。それは、第２歌（イスラエルの民が荒野をさま
よい歩いているときのモーセの歌）は、改悛の性格を負っているので、祝日の歌としてふさわしくないから
である。第２歌をもつカノンは、斎戒のときに歌われる。第３歌は、その内容から言うと、預言者サムエル
の母、アンナに捧げる感謝の歌である。子供が産めなかったアンナにその祈りによってあたえられた息子は、
神に仕えるために捧げられた。サムエルのように、聖職者フィリップも神に仕える道を選んだ。彼は地上の
誉れと肉の欲望を拒絶し、神の世界に親しんだ。
（35）　神の御母がキリストを生んだことは、最初に生まれた者たちの罪の贖罪であった。人間の祖の堕罪のあと、
この世に入ってきた罪と死は、彼らのあらゆる子孫に影響力を振るった。アダムは罪深き種族の祖となった。
しかし、第２のアダム、義人たちの祖となったイエス・キリストの誕生とともに、エバを誘惑した蛇は打ち
負かされ、神の意志によって、女の種は蛇の頭を砕くことになる。
（36）　奉神礼のあいだこれを歌うときには、座ることが許される。
（37）　セダレンが歌われるさいの定型の指示。
（38）　聖フィリップは修道士への剃髪のさいに、イエス・キリストによって呼び集められた使徒たちの一人（フィ
リップ、フィリポ）の名前を受けた。ある史料によれば、フィリポは福音を説きながら、逆さ磔にされたと
される。
（39）　旧約聖書の預言者エリヤ（『列王記上』17-19章 ;『列王記下』１‒２節）とイエス・キリストの先行者（洗礼
者ヨハネ）の功業のことを指している。彼ら二人は激しく敬虔さを求める者たちであり、二人とも王の悪を
暴き、王と対決した（『列王記上』18章18節 ;『マタイによる福音書』）。ユダヤ人たちが考えたところでは、
預言者エリヤは救世主（キリスト）が到来するまえに地上に現れるはずであった。そして、洗礼者ヨハネが
ヨルダン川の岸辺でかくも熱狂的で威嚇的に教えを説いたときに、彼らはヨハネをエリヤとして受け入れた
（『ヨハネによる福音書』１章21節）。ここでは、そのようなツァーリの悪を暴く者として、聖フィリップは現
れている。
（40）　神の到来を予見した、預言者ハバククの歌。第４歌のトロパリは、イルモスの内容と一字一句、対応して
いるわけではない。第３トロパリのなかで、イルモス「そのことによって叫んでもいる。南から神が来る。
そなたの降下に栄えあれ」と歌われている。
（41）　乙女からの救世主（インマヌエル）の生誕を宣言する、預言者イザヤの歌。
（42）　カノンのこの歌のイルモスに含まれるテーマの一つは、霊の闇と、この世に送られた霊の光の対立である。
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カノンのトロパリでキリストは理性の光として現れ、フィリップはこの光の光線として現れる。彼の言葉は
論難であり、キリストの教えという光への呼びかけである。
（43）　『府主教フィリップ伝』によれば、フィリップはツァーリに敬虔になるよう、流血をやめるよう呼びかけ、
地上のツァーリである彼に、天のツァーリの裁きを思い起こさせようとした。
（44）　３日間クジラの腹の中にいた預言者ヨナの歌。このあいだじゅうずっと、ヨナは主に呼びかけていたが（『ヨ
ナ書』２章）、自らの祈りによって陸地に投げ出された。トロパリのなかで、フィリップの信仰はヨナの信仰
と比較されている。
（45）　『フィリップ伝』では、ネブカドネザル王時代の異教徒たちを思い起こさせる帽子を、オプリチニキが被っ
ていて、フィリップがこれを難じたことが語られているが、ここはおそらく『フィリップ伝』のこの箇所を
念頭に置いていると考えられる。
（46）　神の御母はここでは、ろうそく、神の誡めにしたがってモーセによって建立された神殿、一夜のうちに花
開いた、アーロンの杖に起こった奇跡と等しいものとされている。
（47）　キリストを生んだ神の御母は、ここでは、イスラエルの民が40日間荒野を放浪したとき、神がイスラエル
の民を養った、天のマンナの運び手と等しいものとされている。新約聖書では、マンナは「命のパン」であ
るイエス・キリストの原型である。
（48）　ギリシア語で「短い」の意。短いかたちで、祝われるべき出来事の本質を表現した祈禱歌。
（49）　フィリップへのコンダクの元として選ばれた、キリスト生誕に寄せる祈りの勤め、「乙女はいまほんとうの
真なる方をお生みになった」の最初の言葉である。
（50）　コンダクのあとにつづき、コンダクのテーマを発展させる祈禱歌。
（51）　イスラエル人たちが紅海を越えるとき、主がそこからエジプト軍を見下ろした、火と雲の柱を想起してい
る（『出エジプト記』14章24節）。この部分と、イコスのその先のテクストは、ふたたびフィリップを、自ら
の民を約束の地へと導こうとするモーセと等しいものと捉えている。
（52）　燃え盛る炉のなかに投げこまれて無傷であった３人の少年についての祈禱歌。「バビロン州のドラという平
野」に建てられた、黄金の異教偶像に礼拝することを拒絶したために、３人の少年は、バビロン王ネブカド
ネザルの命令で燃えさかる炉のなかに投げこまれた（『ダニエル書』３章）。
（53）　「我らが師父たちの神よ、そなたは称賛に値する」という言葉は、炉に投げこまれた３人の少年が神を讃え
るさいに発した言葉。この言葉は、フィリップを讃える第７歌の個々のトロパリの最後で繰り返される。また、
この言葉は、トロパリのあとに来る神の御母の讃えをも締めくくる。
（54）　聖フィリップの遺骸を開けたのちに起こった奇跡について言っている。
（55）　カノン第８歌のイルモスの内容は、第７歌と同様に、燃えさかる炉のなかで神を讃えた３人の少年につい
てであるが、少年らの火のなかでの祈りに次のような文言がある。「天のうえのすべての水よ、主を賛美し、
世々に讃え、あがめよ。」（『ダニエル書補遺』37節。）
（56）　A. H. ムラヴィヨフによれば、建築師ワシーリイ、ソロフキ修道院の修道士イサイヤが衰弱の病から回復し、
商人イオアンの「内なる病」が治ったことが念頭に置かれている。
（57）　主の洗礼者である息子ヨハネの誕生についてのザカリヤの祈禱歌。
（58）　祈禱歌のこの名前は、朝禱の終わりにこの歌が歌われるのが、夜明け前であることに由来している。
（59）　ロストフのイザイヤへのスチヒラも、この言葉ではじまる。
（60）　モスクワのクレムリにある、神の御母就寝聖堂（ウスペンスキイ聖堂）が念頭に置かれている。1652年、
聖フィリップの遺骸はソロフキ修道院からここに移された。この祈りの勤めが制作されたときには、遺骸が
モスクワの神の御母就寝聖堂に移されることは、まだ予定されているだけであった。
